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第2. 水道事業の概要 

2.1. 沿革 
仙台市の水道事業は大正 2 年に大倉川の表流水を水源として計画給水⼈⼝ 12 万⼈を目

標とする創設工事に着手し、大正 12 年に給水を開始しました。その後、市勢の伸展、配水

区域の拡大、市⺠⽣活水準の向上等に伴う水需要の増加に対応するため、5 次にわたる拡張

事業や、平成元年にかけての市町合併に伴う泉市水道事業及び宮城町水道事業の統合事業

や配水管整備事業により、水源の確保と供給体制の拡充を図ってきました。 

平成 12 年には七ヶ宿ダムを水源とする仙南・仙塩広域水道⽤水供給事業からの受水に関

連する施設の整備を中心とした第 5 次拡張事業を完了し、平成 13 年には、宮城町及び秋保

町から引き継いだ 2 つの簡易水道事業を水道事業に統合して、供給体制の一元化を果たし、

現在の事業形態がほぼ確⽴しました。 

最近では、令和元年度に計画給水⼈⼝の増加に係る認可変更届出を⾏い、計画給水⼈⼝

1,063,000 ⼈、計画一⽇最大給水量 371,000ｍ3/⽇として現在に至っており、令和 5 年に

は給水開始 100 周年を迎えます。 
 

塩竈市の水道事業は江⼾時代の安永 6 年に初めて簡易な水道が布設され、宮城県内最初

の近代水道として、明治 45 年に隣接する利府村春⽇（現在の利府町）の湧水を水源とし権

現堂浄水場にて浄水し、給水を開始しました。 

その後、市街地の発展と⼈⼝増加、港や漁港背後地の整備拡充、工場進出などによる水不

足を解消するために、3 期に及ぶ拡張事業を実施しました。これによって、七北⽥川水系や

大倉川水系に水源を求めながら、昭和 38 年に大倉川水系からの導水を開始し、平成 2 年に

は仙南・仙塩広域水道⽤水供給事業からの受水を開始しました。現在は、大倉川水系と仙南・

仙塩広域水道⽤水供給事業からの受水を水源としており、塩竈市全域と多賀城市の一部を

給水区域とし、供給体制の拡充を図っています。 

これらの経緯をふまえて、計画給水⼈⼝は 74,800 ⼈、計画一⽇最大給水量 54,500 ㎥/

⽇として、現在に至っています。 
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表 2-1 仙台市と塩竈市の沿革 

  

 仙台市 塩竈市 
明治 22 年 市制施⾏、仙台市誕⽣ 塩竈町誕⽣ 
明治 43 年  上水道の創設事業に着手 
明治 45 年  上水道給水開始（春⽇水系） 
大正 2 年 上水道の創設工事に着手 

（中原浄水場建設等） 
 

大正 12 年 仙台市水道給水開始  
昭和 3 年  第 1 期拡張事業開始（七北⽥水系） 
昭和 6 年 第 1 次拡張事業開始 

（⻘下ダム建設等） 
 

昭和 16 年  市制施⾏、塩竈市となる 
昭和 23 年 第 2 次拡張事業開始 

（富⽥浄水場建設等） 
 

昭和 24 年  第 2 期拡張事業開始 
(七北⽥水系増強) 
多賀城村の笠神及び⽜⽣地区の 
一部が塩竈市に編入 

昭和 25 年  浦⼾村と合併 
昭和 33 年 第 3 次拡張事業開始 

（国⾒浄水場建設等） 
第 3 期拡張事業開始 
（梅の宮浄水場建設等） 

昭和 41 年 第 4 次拡張事業開始 
（茂庭浄水場建設等） 

 

昭和 46 年  浦⼾簡易水道の上水道編入 

昭和 53 年 
第 5 次拡張事業開始 
（仙南・仙塩広域水道⽤水供給事
業からの受水施設整備等） 

 

〃 宮城県沖地震発⽣ 
昭和 62 年 宮城町と合併  
昭和 63 年 泉市・秋保町と合併  
平成元年 政令指定都市となる  
平成 2 年 仙南・仙塩広域水道⽤水供給事業から受水開始 
平成 12 年 第 5 次拡張事業完了  
平成 15 年  上水道から⽣産⽤水への給水開始 
平成 23 年 東⽇本大震災発⽣ 
平成 24 年  給水開始 100 周年 
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2.2. 施設概要 
仙台市が保有する浄水場の一覧を表 2-2 に示します。仙台市が保有する浄水場は全 8 施

設あり、このうち茂庭浄水場、国⾒浄水場、中原浄水場及び福岡浄水場を主要浄水場として

位置付けています。 

熊ヶ根浄水場、作並浄水場、野尻浄水場及び滝原浄水場は、旧簡易水道の浄水場として整

備されたもので、本市給水区域の⻄部に位置している小規模な浄水場です。 

塩竈市では浄水場が 1 施設、配水池が 13 施設稼働しています。 
 

表 2-2 浄水場一覧 

 

  

水源水量 施設能⼒※

種別 （㎥/⽇） （㎥/⽇）

1 茂庭浄水場 釜房ダム ダム貯留水 196,100 190,500

2 国⾒浄水場 大倉ダム ダム放流水 100,000 97,300

大倉川 表流水 18,490

大倉ダム ダム放流水 5,000

⻘下ダム ダム貯留水 11,750

35,240 34,500

七北⽥ダム ダム放流水 55,000

宮床ダム ダム貯留水 10,000

計 65,000 60,600

5 熊ヶ根浄水場 大倉川 表流水 1,185 1,100

熊沢 表流水 2,000

元木沢 表流水 200

2,200 2,000

7 野尻浄水場 湧水 210 190

8 滝原浄水場 湧水 180 160

1 梅の宮浄水場 大倉ダム ダム放流水 30,000 30,000

※仙台市の既設浄水場の施設能⼒においては浄水ロスを除いている。

  塩竈市

4 福岡浄水場

6 作並浄水場

計

No 名称
河川及びダム名

  仙台市

3 中原浄水場

計
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仙台市と塩竈市では、自己水源の他に宮城県仙南・仙塩広域水道より水道⽤水を受水して

います。仙南・仙塩広域水道は七ヶ宿ダムを水源として白石市にある南部山浄水場で浄水し、

宮城県内の仙南、仙塩地域の 17 市町に対して水道⽤水を供給しています。両市においては

主要な水源の一つとなっており、計画的なメンテナンスや災害等が⽣じた際のバックアッ

プとして重要な役割を果たしています。 
 

仙台市と塩竈市の施設位置を示します。 

 

 

図 2-1 施設位置図  
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（１）仙台市 
ア. 国⾒浄水場 

国⾒浄水場は、大倉ダム放流水を水源とする施設能⼒ 97,300m3/⽇の浄水場です。本浄

水場は、第 3 次拡張事業により昭和 33 年から昭和 39 年にかけて建設したもので、当時と

しては珍しい円形スラリー循環形高速凝集沈澱池を設置しています。その後、農業⽤水利権

の一部転⽤により計画浄水量を 90,000 ㎥/⽇から 100,000 ㎥/⽇に増強するため、第 5 次

拡張事業として沈澱池への傾斜板導入や東浄水井の新設とろ過池増設を⾏い、現在の施設

形態となっています。 

また、広域水道の受水を⾏うため、旧仙台市の第一受水地点である国⾒浄水場内に高区配

水池を整備するとともに、低区配水池も既設の第一配水池 16,000 ㎥に加え、第二配水池 2

池 17,000 ㎥を整備するなどの拡張を⾏っています。場内配水池容量は、低区配水池計

33,000 ㎥で、施設能⼒の約 8 時間分を確保しています。 

 

表 2-3 国⾒浄水場の概要 

  着工 昭和 33 年 4 月 改良増設 昭和 56 年 3 月 

竣工 昭和 40 年 3 月 平成 27 年 3 月 

水源 大倉ダム放流水 

保有水源水量 100,000m3/⽇ ダム使⽤権（最大） 

計画浄水量 100,000m3/⽇ 

水利権 92,500m3/⽇（4/21〜9/10） 

85,000m3/⽇（9/11〜4/20） 

取水・導水方式 取水門自然流下 

浄水処理方法 薬品沈澱・急速ろ過方式 

施設能⼒ 97,300m3/⽇ 

敷地面積 73,907m2 
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図 2-2 国⾒浄水場フロー 

  

︓取水・導水施設
︓浄水・送水・配水施設

︓排水施設

取 水 口

沈 砂 池

中 山接 合 井

中山第二接合井

補 充貯 水 池

中山第一接合井

塩竈市梅の宮浄水場へ

高 野原 接 合井

大 竹接 合 井

分 水 池

原 水計 量 室

混 薬 池

排 泥 池

濃 縮 槽

汚 泥貯 留 槽

低区第一配水池 低区第二配水池

高 区配 水 池

市内配水

広域水道

中原浄水場へ東 浄水 井⻄ 浄水 井

急 速 ろ 過 池

市内配水

高速凝集沈澱池

洗 浄 排 水 井
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イ. 中原浄水場 
中原浄水場は大倉川表流水、大倉ダム放流水及び⻘下ダム貯留水を水源とする施設能⼒

34,500m3/⽇の浄水場です。大倉川と⻘下ダムから取水した原水を沈砂池で混合し、中原

補充貯水池に隣接する分水渠まで大堀発電⽤水とともに隧道及び開渠にて導水しています。 

中原浄水場は、大正 12 年竣工の創設事業で計画給水量 18,490 ㎥/⽇の規模で建設し、

その後の第一次拡張事業において建設した⻘下ダムによる増加分 11,750 ㎥/⽇の処理を⾏

うためろ過池を増設し、30,000 ㎥/⽇に拡張されました。当初施設は緩速ろ過方式でした

が、昭和 50 年代の大倉ダム農業⽤水利権の一部転⽤によって旧宮城町が取得した 5,000

㎥/⽇の処理に対応するため、浄水場増補事業として現在の凝集沈澱急速ろ過方式の施設に

改良しました。その後、市町合併による事業統合を経て現在に至っています。 

現⾏施設の建設時は、荒巻配水所と旧宮城町愛⼦配水所への送水を⾏う形態であったた

め、場内に配水池を有していませんでしたが、事業統合による配水形態の変更や簡易水道統

合整備を経て、場内配水池 8,000 ㎥（施設能⼒の 5.5 時間分）を整備しました。 

 

表 2-4 中原浄水場の概要 

  着工 大正 2 年 12 月 改良増設 昭和 52 年 3 月 

竣工 大正 12 年 3 月 平成 27 年 7 月 

水源 大倉川表流水、⻘下ダム貯留水、大倉ダム放流水 

保有水源水量 35,240m3/⽇  ダム使⽤権 大倉ダム 5,000 m3/⽇ 

（大倉系 23,490m3/⽇、⻘下系 11,750m3/⽇） 

計画浄水量 35,240m3/⽇ 

水利権 35,240m3/⽇ 

（大倉系 23,490m3/⽇、⻘下系 11,750m3/⽇） 

取水・導水方式 取水門自然流下（大倉系） 

取水塔自然流下（⻘下系） 

浄水処理方法 薬品沈澱・急速ろ過方式 

施設能⼒ 34,500m3/⽇ 

敷地面積 85,088m2 
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図 2-3 中原浄水場フロー 
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急 速 ろ 過 池

浄 水 井

浄 水 池

補 充貯 水 池

排 泥 池

濃 縮 槽

最 終処 分 場

市内配水

⻘下系 大倉系

天 日乾 燥 床 国⾒浄水場

排 水 池

沈 砂 池

大堀発電所

︓取水・導水施設
︓浄水・送水・配水施設

︓排水施設

配 水 池

改良⼟再利⽤
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ウ. 熊ヶ根浄水場 
熊ヶ根浄水場は、大倉川表流水を水源とする施設能⼒ 1,100m3/⽇の浄水場です。昭和 63

年に完成し、急速ろ過方式を採⽤しています。運転管理は業務委託しており、給水区域内の

水需要が伸び悩んだため、現在は⽇中のみの間⽋運転を⾏っています。また、「仙台市水道

事業中期経営計画」では令和 6 年度までに中原浄水場の配水区域へ編入し熊ヶ根浄水場を

休止することとしております。 

場内には当初 1 号配水池 440m3 のみでしたが、簡易水道統合整備事業において 2 号池

560 ㎥を増設し、1,100m3（施設能⼒の 24 時間分）を確保しています。 

表 2-5 熊ヶ根浄水場の概要 

 
図 2-4 熊ヶ根浄水場フロー  

取 水 桝

沈 砂 池

着 水 井

混 和 池

フロック形成池

横流式沈澱池

急 速 ろ 過 池

浄 水 池

配 水 池

排 水池

天日乾燥床

濃 縮 槽

改良⼟再利⽤

市内配水

︓取水・導水施設
︓浄水・送水・配水施設

︓排水施設

竣工 昭和 63 年 2 月 

水源 大倉川表流水 

水源水量 1,185m3/⽇ 

計画浄水量 1,185m3/⽇ 

水利権 1,185m3/⽇ 

取水・導水方式 取水桝自然流下 

浄水処理方法 薬品沈澱、急速ろ過方式 

施設能⼒ 1,100m3/⽇ 

敷地面積 2,385m2 
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（２）塩竈市 
ア. 梅の宮浄水場 

塩竈市唯一の浄水場である梅の宮浄水場は、大倉川水系を水源とする急速ろ過方式の浄

水場で昭和 38 年に完成しました。大倉川水系は、大倉ダム下流の大倉川よりダム放流水を

仙台市と共同取水しており、共同導水施設を経由したのち、塩竈市単独の導水管を経由して

梅の宮浄水場まで導水しています。また、宮城県が運営する仙南・仙塩広域水道⽤水供給事

業により、七ヶ宿ダムを水源とし白石市にある南部山浄水場で浄水した水を梅の宮浄水場

で受水し、市内に配水しております。 

表 2-6 梅の宮浄水場の概要 

 

  

着工 昭和 33 年 3 月 改良増設 昭和 52 年 3 月 

竣工 昭和 38 年 3 月 － 

水源 大倉ダム放流水 

保有水源水量 30,000m3/⽇ ダム使⽤権（最大） 

計画浄水量 30,000m3/⽇ 

水利権 25,000m3/⽇ 

取水・導水方式 取水門自然流下 

浄水処理方法 薬品沈殿・急速ろ過方式 

施設能⼒ 30,000m3/⽇ 

敷地面積 25,367m2 
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図 2-5 梅の宮浄水場フロー  
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